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財
政
阜
の
基
本
問
題

i¥. 

財

政

事

の

基

本

問

題

大

ノ与;、

F口i

政

敬

自

:次

序

.t，~-

持
ι

家
と
泌
織

財
政
皐
の
対
象
白
領
域

財
政
市
本
質

事吉

言

月E

雷

凡
ゆ
る
科
墜
に
と
っ
て
、
そ
の
封
品
献
を
如
何
に
認
識
し
、
如
何
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
か
、
而
し
て
そ
の
針
象
の
本
質
は
何
に
も

と
む
ぺ
密
で
あ
る
か
と
い
ふ
問
題
は
、
最
も
重
要
注
基
本
問
題
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
し
か
る
に
我
が
財
政
皐
界
で
は
、
か
a
A

る

問
題
が
徐
・
0
研
気
せ
ら
れ
て
居
友
い
現
献
で
あ
る
。
私
は
、
浅
撃
に
し
て
か
L

る
重
要
た
問
題
を
護
表
す
る
乙
と
は
些
か
馬
路
す
る

'
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
恩
師
紳
戸
先
生
の
御
還
暦
を
記
念
す
る
た
め
、

一
に
は
我
が
財
政
墜
界
へ
の
問
題
提
起
の
意
味
に
於
い
て
、
米

熟
な
が
ら
平
素
抱
懐
し
て
居
る
所
見
の
一
端
を
掲
げ
る
と
と
L

し
よ
う
。

劃

象

と

認

識

種
々
た
事
問
上
の
争
放
り
、

一
見
し
て
氷
山
次
相
ひ
入
れ
た
い
程
に
叫
創
立
す
る
理
論
も
、
皐
党
そ
れ
は
、
科
事
者
が
、
所
輿
た
る
針

決
つ
待
賓
を
定
分
に
河
奈
し
て
君
な
-
v
L」

ρ
ふ
認
議
官
・
前
提
と
な
り
、
議
士
官
と
な
っ
て
苦
て
、
こ
ろ
苛
の
事
情
を
省
察
し
吟
味
す
れ



ぽ
.
理
論
上
の
争
も
、
賂
又
勤
立
も
白
か
ら
解
消
し
氷
解
す
る
こ
と
と
友
る
。
従
っ
て
凡
ゆ
る
科
皐
は
先
づ
封
象
と
認
識
の
問
題
を

明
確
に
樹
立
せ
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
の
封
象
と
認
識
の
問
題
、
部
ち
科
曲
学
的
認
識
の
方
法
論
的
某
礎
を
省
察
す
る
と
い
ふ
こ
と

は
、
そ
の
起
源
を
批
判
哲
串
の
成
立
に
湖
り
得
る
。
以
前
の
濁
断
主
義
脊
皐
に
謝
し
て
、

カ
ン
ト
は
「
如
何
に
し
て
、
科
単
一
は
、

般
に
可
能
友
る
や
」
一
三
二
。
三
者

-ag田門
-5「門

E
r
2
g
z
立
ヨ
A
M

四
一
片
て
R

)

の
聞
を
発
せ
し
め
、
認
識
論
は
近
代
の
先
験
哲
曜
に
於
い

て
中
心
問
題
と
な
る
に
至
っ
た
。
費
に
習
時
学
者
は
、
科
挙
的
方
法
論
者
の
最
初
の
人
で
る
っ
た
と
一
言
ふ
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
先

験
哲
事
者
の
認
識
は
、
一
言
ふ
迄
も
友
〈
普
遍
受
営
性
と
必
然
性
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、

乙
の
認
識
は
ま
た
、
各
個
の
科

事
者
の
認
識
態
度
陀
重
要
注
窓
義
と
影
響
を
賓
ら
ず
に
至
っ
た
。
特
に
、
近
代
の
批
判
折
口
撃
が
、
最
近
数
十
年
間
の
閣
民
経
済
事
、

リ
川
復
刊
紙
十
の
理
論
へ
及
げ
し
た
影
響
の
大
な
る
と
占
は
周
〈
人
の
知
恐
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
『
2
3

(
醤
)

か
の
有
名
な
シ
ユ
号

l
ラ
と
メ
ン
ガ
ー
と
の
観
樹
畢
四
方
法
論

k
u
論
争
は
、
カ
ン
ト
新
日
阜
の
認
識
論
の
町
駒
郡
引
を
受
付
表
る
も
の
で
あ
る
と

と
は
畢
界
周
知
の
事
柄
で
あ
る
G

兎
も
角
、
特
殊
科
離
一
者
は
過
去
に
於
い
て
否
左
現
在
に
於
て
も
、
科
第
十
的
認
識
の
方
法
論
的
義
礎
付
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
哲

皐
者
か
ら
設
問
と
そ
し
て
或
る
程
度
ま
で
問
題
の
取
扱
方
を
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

と
の
教
へ
は
、
無
批
判
的
に
鵜
呑
に
し
て

は
な
ら
友
い
。
特
殊
科
事
者
は
、
自
己
の
狭
い
専
門
領
域
の
事
賓
問
題
を
恒
に
顧
慮
し
つ
L
持
率
的
方
法
論
者
の
教
へ
に
従
ふ
乙
と

が
肝
要
で

b
る。

或
る
者
は
設
を
た
し
て
円
〈
、
特
殊
利
息
?
の
方
法
論
的
研
究
は
、
骨
同
該
科
撃
の
主
題
的
研
究
で
は
無
く
っ
て
、
た
ピ
附
加
的
手
績

的
説
明
に
過
ぎ
友
い
と
一
菩
。

財
政
畢
白
基
本
問
題

一八=一



財
政
皐
の
基
本
何
題

一
久
姐

(
註
)

u
v
z
b

テ
イ
ン
グ
兵
の
論
文
「
マ
P
ス
ウ
エ
バ
ー
の
史
的
文
化
科
皐
の
論
理
的
盟
論
及
び
特
に
彼
り
理
念
型
の
概
念
」
に
於
い
て
、
-
方
訟
論

の
課
題
は
科
事
に
於
け
る
拍
車
加
的
説
明
で
あ
る
と
止
を
論
ヒ
て
居
る
。

し
か
し
友
が
ら
、
特
殊
科
撃
の
方
法
論
が
、
営
該
利
息
a

の
根
本
的
前
提
た
る
、
研
筑
の
割
象
及
び
認
識
の
目
標
に
就
い
て
の
問
題
.

即
ち
存
在
と
認
識
す
る
意
識
と
の
関
係
を
解
明
す
る
の
で
あ
る
た
ら
ば
、
か
L
A

る
方
法
論
は
決
し
て
附
加
的
手
渡
的
な
も
の
ぜ
は
た

〈
っ
て
、
根
本
的
た
諸
前
提
が
誤
っ
て
提
出
さ
れ
て
成
る
か
何
ろ
か
主
判
定
ナ
る
役
割
注
，
肢
ふ
も
の
で
あ
り
・

ーハ

q
c
土
-
E
A
K
E
h川

t
L
吋
じ
由
主
主
-2

品
ず
の
た
め
に
曲
目
寸
時
間
」
務
力
の
浪
費
を
節
約
す
る
と
い
ふ
重
要
在
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
寧
ろ
科
撃
方
法
論
の
確
立
を
訣

ぐ
知
識
と
そ
、
附
加
的
手
績
的
説
明
で
あ
る
と
も
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

以
上
論
十
る
と
と
ろ
に
よ
り
、
針
象
と
認
識
、
存
在
と
認
識
す
る
意
識
の
闘
係
・
現
賞
に
封
ず
る
一
定
の
根
本
的
態
度
が
、
哲
島
十

に
於
い
て
も
、
特
殊
科
撃
に
於
い
て
も
、
そ
の
認
識
目
標
並
び
に
そ
の
理
論
的
構
遣
を
庚
〈
一
般
に
規
定
す
る
も
の
左
る
と
と
が
概

括
的
友
が
ら
了
解
し
得
る
と
と
と
忠
ふ
。

と
の
こ
と
は
、
特
殊
科
墜
の
一
た
る
財
政
皐
に
於
い
て
も
同
様
で
る
っ
て
、
針
象
と
認
識
の
問
題
‘
現
寅
に
封
ナ
る
一
定
の
根
本

的
態
度
の
問
題
を
眠
い
で
居
る
が
如
き
財
政
撃
も
‘

か
L
る
財
政
撃
を
所
産
せ
る
科
患
者
の
頭
脳
に
は
、

と
の
問
題
を
ば
、
無
意
識

的
に
か
、
或
は
常
識
的
に
か
前
提
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
友
い
と
一
片
の
知
識
す
ら
把
握
す
る
を
待
た
い
か
ら
。

か
く
て
吾
人
は
先
づ
財
政
撃
に
於
け
る
針
象
と
認
識
の
問
題
を
考
察
せ
泣
け
れ
ば
左
ら
左
い
。

各
科
壌
に
と
っ
て
そ
の
根
抵
を
友
す
も
の
は
、
針
象
と
認
識
・
現
賓
と
認
識
・
存
在
と
意
識
と
の
闘
係
の
問
題
で
る
る
。

乙
の
問
題

を
如
何
に
決
定
す
る
か
は
、
更
に
研
究
ぜ
ん
と
す
る
科
撃
の
論
迎
的
構
浩
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

;
i
i
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凡
ゆ
る
現
寅
・
存
在
・
針
象
を
ば
・
形
而
上
事
的
意
味
を
も
っ
て
取
扱
ふ
た
か
の
中
世
の
統
一
世
界
像
が
破
壊
失
墜
し
て
以
来
、

慢
験
ナ
る
主
税
は
、
そ
れ
と
性
質
を
具
に
す
る
世
界
に
針
立
す
る
よ
う
に
在
っ
た
。
か
〈
で
認
識
作
用
と
針
象
と
の
問
忙
は
越
ゆ
る

と
と
の
得
友
い
深
い
溝
が
開
か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

と
の
溝
は
如
何
に
し
て
橋
渡
す
る
か
の
工
作
が
考
へ
ら
れ
た
で
あ
ら
う

古ミ

デ
カ
ル
ト
に
初
ま
る
近
世
智
事
は
.
認
識
の
諸
原
理
を
認
識
主
観
そ
の
も
の
へ
導
き
入
れ
、

と
の
主
観
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
世
界

を
構
成
品
甲
子
し
め
、
も
っ
て
割
象
と
認
識
の
聞
に
聞
か
れ
た
講
を
橋
渡
せ
ん
と
試
み
た
。

カ
ン
ト
は
こ
の
必
然
的
に
生
-
ヂ
る
講
を
ば
、
所
謂
闘
式
論
と
い
ふ
中
間
領
域
の
構
成
に
よ
っ
て
克
服
せ
ん
と
試
み
、
彼
が
と
の
問

同
叫
に
興
へ
た
解
決
は
、
百
概
及
、
び
概
念
的
思
惟
に
、
同
等
の
訓
山
首
と
悶
等
の
意
義
宇
一
一
副
論
過
程
に
於
い
て
認
め
、
現
賀
〈
針
梨
)
は
分

か
つ
こ
と
を
得
た
い
無
数
の
断
片
的
新
製
士
掛
か
ら
組
成
さ
れ
る
山
浩
組
艇
と
し
て
解
僻
ナ
る
認
識
論
を
建
設
し
た
。

と
の
認
識
論
に
総

ふ
と
忠
惟
が
自
己
の
諸
範
時
を
も
っ
て
、
限
り
無
く
多
様
な
混
沌
界
た
る
現
責
(
封
象
)
に
秩
序
を
鷲
ら
す
も
の
と
す
る
の
で
る
る
。

マ
テ
リ
ア

lμ

買
に
科
皐
の
構
成
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
素
材
で
は
な
く
っ
て
、
た
ピ
認
識
の
翻
射
に
置
か
れ
て
居
る
の
で

あ
る
(
誼
}
。
号

方

Y

ト
哲
皐
白
後
線
者
、
西
南
ド
イ
ツ
皐
汲
の
認
識
論
に
よ
れ
ば
、
科
皐
的
智
識
の
素
材
で
あ
る
前
科
皐
的
な
食
在
は
、
そ
れ
が
異
な
る
方

法
で
慮
理
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
異
な
る
科
事
の
封
象
が
成
立
す
る
と
ナ
る
。
貨
在
を
ぽ
「
債
伎
閥
係
」
(
君
主
r
o
N
H
o
r
c
a
)

的
に
取
り
扱
ふ
と

文
化
科
阜
の
封
象
が
認
識
さ
れ
、
「
債
伍
無
関
係
」
ヘ
毛
何

Z
E色
帝
耳
目
砕
)
的
に
取
り
扱
ふ
と
自
然
科
皐
の
針
象
が
認
識
さ
れ
る
と
ナ
る
。
従
っ
て
科

阜
の
封
象
は
、
質
在
。
世
界
を
ば
一
定
の
立
場
恥
ら
し
て
一
定
の
方
法
を
も
っ
て
構
成
し
た
も
の
を
指
示
す
る
こ
と
誌
な
る
ぷ

吾
-4

は
、
右
の
如
き
先
験
軒
目
撃
の
認
識
論
に
立
脚
す
る
多
く
の
粧
品
開
科
墜
者
、
財
政
科
事
者
に
屡
均
一
泡
過
す
る
で
る
ら
う
。

財
政
事
の
基
本
問
題

一
九
五

V日l.S..KraC:1Uer: Soziologie als Wi川市51:haft，1922. 
Wilb.elm Windelbland: Ge.scb.ich.te und Naturw話、enschaft，1894. Heinrich 
Ricl乞ert:Kulturwissenschaft und Na.tnrwissenschaft， 4-u. 5. Auft.:t 1921. 
Die Grenzen der naturwis弓ensch.aftUdtenBe.gri白bildung，3. u・4.Auil.， '92'. 
Der Gegen:.tann. der Erkenntnis， 4・司 5-AllfL， I9目 ; 
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財
政
事
む
基
本
問
題

一
八
六

か
L
る
立
場
よ
り
す
る
科
撃
研
究
者
の
封
象
と
し
て
の
経
済
在
り
財
政
は
、
先
験
的
諾
範
時
の
助
け
を
も
っ
て
経
験
的
現
寅
か
ら

取
り
出
さ
れ
た
認
識
封
象
で
あ
る
か
ら
し
て
、
研
究
者
の
考
察
の
翻
結
に
照
廃
し
て
種
々
な
方
法
で
構
成
さ
れ
る
性
質
を
有
す
る
認

識
針
象
に
他
な
ら
な
い
。

と
の
こ
と
は
、
各
研
究
者
の
主
観
性
に
門
戸
を
開
放
し
、
他
面
、
現
寅
・
存
在
・
針
象
の
統
一
的
客
観
的
認

識
を
断
念
せ
る
も
の
な
る
と
と
を
表
明
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の

E
観
主
義
認
識
論
に
よ
る
と
、

一
一
十
二
左
下
ら
友
い
種
々
な
可
能

的
関
民
経
済
壊
の
諸
酬
閥
系
が
毘
別
さ
れ
る
と
陪
示
し
た
事
者
ず
ら
あ
る
。

ま
た
経
済
の
完
全
校
概
品
川
的
把
捉
は
所
詮
断
合
せ
た
り
れ

ば
取
ら
た
い
と
す
る
者
も
あ
る
ぷ

か
く
の
如
き
鰭
系
の
多
様
、

概
念
の
不
確
定
性
は
、

上
述
し
た
主
観
主
義
認
識
論
に
立
脚
す
る
か

vc
り
財
政
撃
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
そ
し
で
種
々
た
観
鮪
か
ら
し
て
緋
成
さ
れ
た
、
種
々
友
認
識
針
象
を
各
々
有
し
て
居
る
諸

財
政
撃
は
、
そ
の
何
れ
が
員
で
る
り
受
賞
で

b
る
か
も
判
定
す
る
と
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
た
ピ
簡
向
車
に
観
黙
の
相
違
で
あ
る
と
い

ふ
以
上
に
は
如
何
と
も
致
し
難
い
。
ま
た
財
政
皐
の
意
味
は
、
本
質
上
経
済
的
意
味
に
於
い
て
、
規
定
す
べ
き
で
あ
る
か
、
或
は
政

治
的
意
味
と
し
て
、
規
定
さ
る
べ
で
き
あ
る
か
に
就
て
も
、
仰
ん
と
も
決
定
す
る
を
得
な
い
c

前
討
す
る
に
と
の
主
観
主
義
認
識
論
の

立
場
よ
・
り
し
て
は
、
財
政
事
の
針
象
を
統
一
的
客
観
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
た
業
で
し
か
友
い
。

針
品
試
を
ぽ
統
一
的
客
観
的
に
規
定
す
る
と
と
は
結
局
不
可
能
で
る
ら
う
か
、
深
淵
に
ま
で
探
め
ら
れ
た
針
象
と
認
識
・
存
在
と
意

識
と
の
聞
の
溝
へ
橋
渡
し
す
る
ζ

と
を
得
左
い
か
。
か
L
る
認
識
論
上
の
要
求
を
或
る
程
度
充
し
て
く
れ
る
も
の
は
、
輸
近
数
十
年

に
よ
る
哲
撃
で
あ
る
む
と
の
哲
壊
は
、
封
象
そ
の
も
の
の
存
立
の
究
極
に
ま
で
遡
つ

前
よ
り
現
は
れ
て
来
た
針
象
論
者
(
存
在
論
者
)

て
針
象
の
問
題
を
間
明
し
よ
う
と
企
て
る
の
で
る
る
。
そ
の
研
究
の
成
柴
は
、
針
象
の
概
念
に
結
び
付
い
て
居
る
意
識
の
志
向
性
と

い
ふ
純
粋
左
根
本
事
責
か
ら
出
委
し
て
、
即
ち
意
識
の
最
も
内
的
本
質
に
従
へ
ば
、
意
識
は
常
に
劉
象
へ
向
け
ら
れ
る
と
い
ふ
事
責

Vgl. Seven Helander: Die Ausg:mgspllnkte der Wirtschaftsw:h:sensch.aft， .1923 
V gl. J osef Back: N ationalokonomie und phanomenoIo岳山hePhilosophie， 
Conrad拾 J.hb.，Bd. 126. S. 225庄(]echt:Wesen u. Form四 d.Finamw. S. 31) 
Franz Brent:ln~: Psycho1ogie vom empirisch.en StaJ:ldpunkt， 1874. 
A. Meinong: Uber Gegen~ta田dtl1eorie， 1904・
G. Husserl: Ideen zu einer reinen Phanomenologie und ph:¥somenologischen 
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か
ら
出
費
し
て
、
存
在
と
意
識
と
の
間
の
溝
へ
の
新
た
在
る
橋
渡
し
を
加
工
し
よ
う
と
す
る
。

と
の
試
み
に
就
い
て
の
偉
大
注
業
績

を
携
ふ
者
は
「
先
験
現
象
接
」

(
5
2沼
市
=
斗

g
S
F
E山
5
5
2
3
7
v
m阿
佐
)

の
提
唱
者
ヱ
ド
ム
ン
ド
フ
ツ
+
ア
ル
氏
で

b
る
(
さ
。

(
詰
)

フ
ツ
+
ア
ル
の
現
象
皐
は
、
世
界
一
般
及
び
世
界
に
在
る
も
ろ
も
ろ
O
封
象
。
安
在
。
最
後
の
意
味
を
問
ふ
た
め
に
、
容
嗣
酬
と
主
混
と
り
超

越
的
四
冊
係
を
一
た
び
純
梓
意
識
の
内
在
的
関
係
に
還
元
し
、
純
粋
意
識
。
株
迭
を
精
密
に
分
祈
し
た
後
、
、
進
ん
で
封
象
。
成
立
を
ば
か
込
る
「
先

験
的
主
観
性
」
(
円

Z
E詰
邑

gz-
。z
r
y
F
Z
1
2
)
相
互
の
共
同
構
成
作
用
の
成
果
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
印
ち
一
切
の
封
象
は
、
多
様

な
る
意
識
。
志
向
作
用
。
統
一
勧
と
し
で
先
つ
軍
一
自
決
に
到
し
て
構
成
さ
れ
、
更
に
無
数
の
自
我
の
意
識
作
用
の
競
合
助
主
し
て
共
同
的
に

定
立
さ
れ
、
次
第
に
容
桐
倒
的
完
全
性
に
主
で
高
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ア
ツ
ザ
ア
ル
り
現
象
皐
は
、
か
〈
の
如
〈
、
賃
在
白
根
械
を
先
崎
明
的
主

幅
削
性
四
構
成
作
用
に
求
拍
て
尉
る
駄
で
、
概
念
論
的
立
場
を
採
る
け
れ

rも
、
そ
の
漉
念
論
は
草
な
る
観
念
論
に
終
る
ぺ
告
も
の
で
は
な
く
、

賞
十
作
よ
り
出
で
て
究
在
に
蹄
ら
う
と
ナ
る
鵡
い
刊
一
向
配
合
品
、
従
っ
と
岨
酬
削
A
A
)

和
論
と
究
古
川
前
と
の
大
規
模
な
紙
合
を
目
指
し
て
同
町
一
心
。
(
同
市
南
朝

雄

者

岡
一
品
格
縫
論

主(
) 

娩
近
と
の
現
象
接
的
立
場
を
財
政
経
済
と
い
ふ
具
樫
的
問
題
領
域
に
於
い
で
取
扱
ふ
嬰
者
が
少
〈
無
い
。
例
へ
ば
経
済
墜
に
於
い

て
は
ヨ
オ
セ
フ
-
パ
ッ
ク
然
。

ω
財
政
患
で
は
ホ
ル
ス
ト
・
イ
エ
ヒ
ト
然
り
で
あ
も
尤
も
イ
エ
ヒ
ト
は
現
象
事
か
ら
意
識
構
法
の

根
本
的
分
析
と
そ
の
分
析
に
聯
闘
し
て
の
封
象
的
所
奥
性
を
導
き
出
す
と
と
を
受
継
ぐ
が
、
し
か
し
所
謂
純
粋
本
質
と
し
て
把
握
さ

れ
る
と
と
る
の
非
存
在
的
現
寅
態
の
現
象
準
的
た
寅
模
化
に
は
奥
み
し
な
い
と
一
一
己
ふ
。

も
と
よ
り
フ
ツ
サ
ア
ル
の
現
象
製
自
狸
に
就
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
難
貼
の
あ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
て
居
る

(
回
遠
一
冗
博
士
莱

哲
皐

遁
諭

一
四
九
一
只
)
し
か
し
ι
な
が
ら
、
品
割
品
規
の
意
味
を
明
か
に
ナ
る
た
め
に
一
際
意
識
に
還
り
、
意
識
の
志
向
作
用
に
上
つ

山
岩
波
A
A
脊

て
封
象
の
成
立
を
設
き
、
し
か
も
、
意
識
と
封
立
す
る
針
象
の
存
在
を
認
め
よ
う
と
す
る
現
象
撃
の
態
度
は
、
財
政
由
晶
子
の
針
品
棋
を
統

財
政
事
。
基
本
問
題

一
八
七

Philosophie， '9ヨ2.
J(}~ef B'~ck: Die Entwicklung der reinen OekoTIomie zur n3tionalokonomischen 
九iVesenswissenschaft，1929 
Horst ]echt: ¥tVesen und Formen der Fin白川N'jrt~chaft， 1928. 
Horol Jechl: a. a. O. S目 31Anm. :3・
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財
政
皐
の
基
本
問
題

一
え
凡

一
的
客
観
的
に
認
識
せ
ん
と
考
へ
る
者
に
と
っ
て
は
深
き
示
唆
を
呈
す
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
を
得
る
で
あ
ら
う
。
以
下
私
は
劃
象
論

(
存
在
論
)

の
立
揚
よ
り
財
政
皐
の
劉
象
と
認
識
更
に
本
質
の
問
題
を
吟
味
す
る
と
と
と
す
る
。

我
々
の
意
識
は
、
知
覚
す
る
も
の
、
表
象
す
る
も
の
と
し
て
存
在
を
そ
れ
の
感
性
的
可
腕
的
現
象
と
し
て
採
り
上
げ
得
る
。
例
へ

ぽ
「
赤
い
椿
」
寸
同
闘
い
机
」
と
言
ふ
が
如
く
で
あ
る
。
ま
た
意
識
は
直
視
し
、
判
断
し
、
了
解
す
る
も
の
と
し
て
、
存
在
を
寸
し
か
お

る
」
(
的
(
》
包
と
も
の
に
於
い
て
、
削
ち
客
観
的
危
事
物
の
事
態
訪
問

7
2
M
Z
)
に
於
い
て
認
識
す
る
に
と
在
得
る
。
例
へ
ば
一
裕
の

花
は
赤
く
る
る
」
「
と
の
机
は
闘
い
」
と
言
ふ
が
如
き
で
る
る
。
「
困
〈
て
四
角
な
机
」
と
い
ふ
も
の
が
現
貨
に
存
在
し
た
い
の
は
「
四

角
が
闘
い
」
と
い
ふ
客
観
的
危
事
態
が
成
立
し
友
い
か
ら
で
る
り
、
「
赤
い
椿
L

が
存
在
す
る
の
は
「
棒
は
赤
い
」
と
い
ふ
客
観
的
な

事
態
が
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
凡
ゆ
る
存
在
に
は
そ
の
根
抵
に
客
観
的
た
事
態
が
る
る
こ
と
を
認
識
す
る
の
で
あ
る
。

と

の
客
観
的
事
態
は
、
印
ち
「
し
か
あ
る
」
(
∞
0
5
2
)

は
存
在
非
存
在
の
根
祇
に
横
は
る
事
物
の
本
質
的
側
係
を
な
す
も
の
と
言
ふ
と

と
を
得
る
。
か
く
て
封
象
に
は
二
種
の
別
を
識
り
得
る
の
で
あ
る
。

一
は
客
翻

3soZ)
で
あ
り

(
例
へ
ば
赤
い
棒
)
、
他
は
客
観

的
事
態
(
。
『
」
。

r
E
g
n
F
2
z
r
)
で
る
る
(
例
へ
ば
椿
の
花
は
赤
い
)
。
客
観
は
存
在
(
何
己
位
。
ロ
N
)

で
あ
り
、
客
観
的
事
態
は
成
立

(
回
町
民
自
丘
)
で
あ
る
。

吾
々
が
財
政
事
の
劃
象
を
統
一
的
客
観
的
に
認
識
せ
ん
と
す
る
に
は
、

そ
の
針
象
を
客
観
的
事
態
に
求
め
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。

し
か
し
と
の
事
態
去
る
も
の
は
、
前
に
例
を
皐
げ
て
説
明
し
た
よ
う
に
、
現
賓
の
存
在
と
無
関
係
に
る
る
の
で
は
な
く
っ
て
、
常
に

現
貰
の
事
賓
に
よ
っ
て
基
底
づ
け
ら
れ
て
居
る
(
『

E
己
OE--三
)
と
い
ふ
こ
と
を
看
過
し
て
は
左
ら
な
い
。

以
上
越
べ
た
と
と
る
で
財
政
撃
の
針
象
と
認
識
の
闘
係
は
明
か
と
左
っ
た
と
忠
ふ
、
し
か
ら
ば
財
政
撃
の
封
象
が
属
す
る
と
こ
る



の
存
在
の
領
或
は
何
慮
に
あ
る
で
る
ら
う
か
。
精
神
界
か
勝
又
自
然
界
か
。

i
d
-
-
J
1
1
1
d
J
喝
語
通
過
藩
曹

一一
財
政
母
の
劃
象
の
領
域

財
政
由
宇
た
り
経
済
皐
の
封
象
が
、
若
し
精
紳
界
に
属
せ
・
干
し
て
、
自
然
界
と
い
ふ
領
域
に
属
す
る
と
い
ふ
者
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

人
必
や
や
奇
異
の
感
を
迎
へ
る
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
過
去
に
於
い
て
現
在
に
於
い
て
も
、
と
れ
伯
一
寸
科
壌
の
封
象
が
白
然
界
に
属
す

る
と
い
ふ
取
扱
を
な
ず
者
が
多
々
あ
る
。
そ
れ
は
所
謂
心
理
主
義
に
基
〈
財
政
事
答
、
経
済
事
者
で
あ
る
。

財
政
な
り
経
済
は
、
一
一
品
ふ
迄
も
な
く
人
間
活
動
の
世
界
で
あ
り
、
精
神
界
の
領
域
に
居
却
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
擦
に
就
て
同

先
づ
叫
別
品
棋
が
自
然
界
K
属
す
お
場
合
と
、
精
神
A
K
H府
ず
る
場
合
と
は
、
ど
の
は
聞
に
認
識
作
用
上
、

ひ
い
て
‘
認
識
の
字
以
夫
る
論

理
の
上
忙
相
還
を
資
ら
す
か
を
問
明
し
て
後
、
論
述
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

自
然
的
存
在
は
、
感
性
知
受
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
、

そ
れ
を
ば
個
々
の
諸
要
素
に
分
解
し
八
刀
離
的
に
取
扱
ふ
と
と
は
、
空
間
に
輿

へ
ら
れ
た
る
事
物
の

3
9止
と
た
る
本
質
に
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
友
い
。
例
へ
ば
水
を
ご
も
に
分
解
し
て
、
水
は
水
素
二
分
子
量

と
酸
素
一
点
分
子
量
よ
り
な
る
と
し
て
取
扱
ふ
が
如
き
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
要
素
に
分
析
し
た
も
の
に
於
い
て
の
或
る
特
徴
を
抽
出
し

て
、
他
の
徴
擦
を
捨
象
し
、
も
っ
て
「
普
遁
的
友
る
も
の
」
を
求
め
る
と
い
ふ
綜
合
概
念
売
る
「
類
概
念
」
(
の
さ

E
沼
Z
m
=ヨ
の
論

理
が
用
ひ
ら
れ
る
。

と
れ
蓋
し
自
然
的
存
在
自
鑓
は
、
淡
意
味
的
危
存
在
で
る
っ
て
、
非
聯
閥
的
で
あ
る
と
い
ふ
針
象
の
性
質
に
規

定
せ
ら
れ
る
営
然
の
論
理
形
式
で
る
る
。
例
へ
ば
水
に
揖
氏
百
度
の
熱
を
鳩
へ
れ
ば
蒸
裂
し
て
気
般
と
な
り
、

こ
れ
を
零
度
以
下
に

冷
却
す
れ
ば
、
氷
結
し
て
岡
山
鐙
と
な
る
と
い
ふ
化
拳
命
題
の
定
立
に
は
、
そ
の
背
後
に
個
々
具
鵠
的
た
水
の
蒸
愛
と
冷
却
と
い
ふ
多

財
政
躍
中
目
基
本
問
題

一A
九



財
政
皐
の
基
本
問
題

一
九
O

〈
の
賞
験
的
事
責
に
聯
闘
し
て
局
リ
、
自
然
的
存
在
た
る
水
自
身
に
は
、

か
L
る
聯
闘
性
は
無
い
。
そ
し
て
水
は
、
分
析
し
て
水
素

二
分
子
量
と
酸
素
一
分
子
量
よ
り
た
っ
て
居
る
と
い
ふ
が
、
何
故
に
然
か
る
か
は
不
明
で
、
た
ピ
「
あ
る
」
か
ら
「
あ
旬
。
」
と
一
一
邑
ふ

他
は
友
い
。

乙
れ
波
意
味
的
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
軍
に
「
あ
る
」
か
ら
「
あ
る
」
と
言
ふ
如
き
存
在
の
認
識
手
段
は
、
「
あ
る
」

存
在
を
分
析
し
、

乙
れ
の
他
の
「
あ
る
」
存
在
と
聯
闘
せ
し
め
て
綜
合
し
、
も
っ
て
普
遍
安
首
の
法
則
を
定
立
す
る
に
量
き
る
。

と
こ
ら
が
こ
の
自
然
的
存
注
を
素
材
と
し
、

こ
れ
に
或
る
「
意
味
」
が
輿
へ
ら
れ
る
と
、
そ
と
に
精
榊
的
有
在
が
成
立
さ
れ
る
。

精
一
川
的
存
布
は
、
一
指
材
的
に
は
、
自
然
的
中
日
竹
叫
引
の
制
約
を
受
け
て
居
る
が
‘
本
質
的
に
は
、
自
然
を
素
材
と
し
て
自
分
を
定
所
せ
し

め
て
居
る
一
意
味
」

に
枇
和
さ
れ
る
む
で
あ
る
3

i
t
E
H
J
二
一
二
〉

と
r
L

来

-mud侃
J

引

ι
一
し
か
あ
局
」

(uw-54
町
U
V

目
コ
左
四
申
a
h
リ
'
3
F」
'

一

〆

-F
、
3
間
市

m-

E
f
本
市
泊
千
ど
自
l
v

事
前

的
存
在
た
ら
し
め
る
と
と
る
の
意
味
は
、
本
能
や
衝
動
に
よ
る
無
反
省
、
無
自
覚
的
危
反
射
的
意
識
と
は
反
針
左
る
反
省
白
血
死
に
よ
る

意
識
の
作
別
に
よ
り
統
一
的
に
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
精
桝
の
中
核
を
な
す
意
味
に
は
、
意
味
を
構
成
せ
し
め

る
商
と
、
構
成
さ
れ
た
意
味
白
鶴
の
面
と
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
指
示
す
る
。
意
味
を
構
成
せ
し
め
る
も
の
は
主
観
的
意
味
で
る
り
‘

と
の
意
味
を
中
核
と
す
る
精
神
は
主
観
的
精
紳
で
る
る
。
而
し
て
構
成
さ
れ
た
意
味
は
客
観
的
意
味
で
あ
り
、
こ
の
意
味
を
中
核
と

す
る
精
榊
は
客
観
的
精
神
で
あ
る
n

と
の
客
観
的
精
神
と
主
観
的
精
脚
、
客
観
的
意
味
と
主
槻
的
意
味
と
の
闘
係
は
何
う
か
と
い
ふ

に
、
意
味
を
構
成
せ
し
め
る
と
い
ふ
意
識
の
流
動
性
、
健
験
の
特
質
性
に
よ
る
主
観
的
意
味
に
よ
り
客
観
的
意
味
の
内
容
が
更
新
さ

れ
る
、
即
ち
客
観
的
精
榊
は
絶
へ
ざ
る
主
観
的
精
榊
の
作
用
に
よ
り
て
更
新
せ
し
め
ら
る
る
闘
係
に
あ
る
c

し
か
し
て
、
第
一
義
的

に
認
識
さ
れ
る
も
の
は
、
主
観
的
精
神
で
あ
る
か
客
観
的
精
紳
で
あ
る
か
と
言
ふ
に
、
そ
れ
は
客
視
的
精
同
円
で
あ
っ
て
主
観
的
精
榊

で
は
た
い
。
語
ら
れ
た
一
言
葉
、
印
刷
さ
れ
た
文
字
、
鋳
さ
れ
た
行
鋳
・
捕
か
れ
た
総
差
等
、
授
に
客
観
化
さ
れ
た
意
味
内
容
を
有
す



る
客
視
的
精
神
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
客
観
的
精
神
の
了
解
を
基
礎
と
し
て
、
更
に
そ
の
背
後
に
躍
動
す
る
主
観
的
精
神
を
認
識
せ

ん
と
つ
'
F
↓
め
勝
ち
で
あ
る
が
、
限
り
無
〈
多
様
に
流
動
す
る
で
械
的
精
神
は
、
決
し
て
利
市
民
引
の
股
宮
川
た
針
象
と
は
た
り
件
友
い
。
科

壊
の
釘
象
と
な
る
も
の
は
、
主
観
的
精
神
が
何
等
か
の
W
M
で
客
観
化
さ
れ
た
限
り
に
於
て
の
み
で
あ
る
。
貨
に
精
神
科
阜
の
認
識
の

針
象
は
客
観
的
精
一
川
な
の
で
あ
る
き
。

(
註
)

O 
頁
J:). 

ド
ヨ量
HH 。
及
む、

7 

イ
ノレ

タ

イ
qy 

書
4匁1
2 

F司1)
ω 

主
観
的
精
岬
と
存
視
的
精
紳
に
就
て
は
、
(
尾
高
朝
維
著

閥
求
権
法
論

附
し
て
こ
の
容
槻
的
精
岬
の
認
識
は
、
思
性
知
売
を
沼
崎
し
た
存
期
的
窓
味
の
直
慨
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
。

こ
れ
蓋
し
前
に
も

述
べ
た
如
く
ー

と
の
客
観
的
意
味
は
可
多
悦
な
芯
識
作
聞
を
自
己
に
於
い
て
統
一
し
て

mpo存
在
で
あ
，
心
か
ら
し
て
、

ー
フ
ム
凡

lrL

、〈

U
草
川
一
品
口

存
在
を
何
等
か
の
部
分
に
分
解
す
る
こ
と
は
、
「
意
味
」
を
等
ね
て

「
無
意
味
」
を
得
る
と
い
ふ
結
旧
市
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
賓
に
客

観
的
精
神
(
精
神
的
諮
形
象
)
は
、

一
の
統
一
的
意
味
構
造
の
諸
形
象
で
あ
る
か
ら
し
て
、

そ
の
諸
形
象
を
ば
、
そ
れ
の
諸
妥
素
に
分

析
す
る
こ
と
は
、
そ
の
形
象
の
本
質
を
形
成
す
る
統
一
的
た
意
味
核
心
を
喪
失
す
る
こ
と
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
か
く
の
如
く

精
紳
的
存
在
に
於
け
る
認
識
の
作
用
は
.
そ
の
存
在
の
客
観
的
意
味
を
直
観
す
る
に
あ
り
と
い
ふ
こ
と
か
ら
し
て
、
認
識
の
手
段
た

る
論
理
的
形
式
に
も
、
自
然
的
存
在
の
揚
合
と
は
異
た
る
方
法
が
行
は
れ
友
け
れ
ば
友
ら
友
い
。
そ
れ
は
統
一
的
な
存
布
と
し
て
、

剖
ち
全
纏
と
し
て
初
め
て
、
意
味
b
L
捨
ふ
精
神
形
象
(
待
相
倒
的
精
紳
)
に
「
普
遍
な
る
も
の
」
を
求
め
る
と
い
ふ
概
念
構
成
の
形
式
で
あ

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
パ
ア
に
よ
り
方
法
論
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
理
念
型
的
取
扱
で
あ
る
。

る
。
乙
の
概
念
的
認
識
の
手
段
は
、

理
念
坐
( 

恒・4
{ 
~ 

'" '" -[ 
~司
てコ
ロ
';; 
) 

l土

散
乱
し
て
居
る
誇
特
徴
を
綿
指
す
る
と
と
で
は
友
い
。
多
様
友
精
神
的
事
賓
現
象
の
通
有
性
的
平

均
概
念

(
0
5
5♀
ω円

Z
-
z
zヨ
ヨ
で
も
な
い
。
寧
ろ
対
象
の
特
性
を
鮮
明
に
浮
き
た
た
す
た
め
、
精
仰
的
存
在
を
ば
モ
の
意
味
と
い

財
政
盟
申
の
基
本
問
題

六五
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財
政
皐
の
基
本
問
題

九

ふ
理
念
に
於
い
て
矛
盾
た
き
像
へ

(
N
ロ
自
己

mg
三
え
ぬ
『
ω
-
u
H
E
n
g

一C即
日
ロ
ロ
言
。
)
高
め
る
こ
と
で
る
る
。
詳
し
〈
言
へ
ぽ
、
精
神
現
寅

態
(
精
神
的
存
在
)
を
ば
、
そ
れ
の
共
通
的
危
客
観
的
意
味
中
核
に
於
い
て
、
印
ち
そ
れ
の
理
念
に
於
い
で
把
握
す
る
と
と
で
る
る
。

か
く
て
、
理
念
川
一
は
、
類
的
及
び
類
川
宜
的
諸
特
性
を
呈
示
す
る
も
の
で
る
る
か
ら
し
て
、
直
観
的
で
あ
る
と
同
時
に
普
遍
的
で
あ
る

と
と
を
得
る
。

官
民
ら
に
五
日
々
は
純
帥
呪
賀
態
左
吟
味
I
T
と
の
別
人
品
川
叩
概
念
を
説
明
J
9
る
と
L
I
Rノ。

吾
K
は
、
具
陪
的
に
現
貫
的
に
興
へ
ら
れ
て
居
る
精
榊
形
象
た
る
歴
史
的
に
愛
化
し
、
枇
曾
的
に
制
約
せ
ら
れ
る
精
一
脚
現
賞
態
か

ら
、
意
識
自
慢
の
一
般
構
造
と
共
に
輿
へ
ら
れ
る
究
極
的
合
法
則
性
に
よ
っ
て
要
求
せ
白
れ
る
「
理
性
的
に
白
明
注
る
も
の
凡
即
ち

純
粋
友
客
観
的
意
味
を
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
、
と
の
ζ

と
を
逆
に
言
へ
ば
、
安
極
的
注
意
識
作
用
の
相
閥
者
た
る
客
観
的
精
紳

に
、
凡
ゆ
る
歴
史
的
特
殊
化
、
充
貫
化
、
駐
舎
的
制
約
化
の
按
心
と
し
て
働
く
と
と
ろ
の
不
蝿
礎
的
恒
存
的
危
純
粋
友
客
糊
倒
的
意
味
を

考
へ
得
る
と
共
に

恒
存
性
左
も
っ
て
居
る
純
粋
た
客
観
的
意
味
の
現
賓
の
委
は
、

(
註
一
)
、

と
の
不
時
現
性
、

と
の
意
味
の
内
屈
に
躍

動
す
る
限
り
無
き
多
様
と
鎚
化
を
も
ワ
て
居
る
意
識
作
用
に
よ
っ
て
餐
容
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
居
る
。
従
っ
て
こ
の
愛
容
さ
れ
た

現
貨
の
姿
の
客
観
的
意
味
に
は
、
不
渡
性
の
裡
に
可
震
性
を
、
可
愛
性
の
裡
陀
恒
存
性
を
宿
し
、
時
般
化
せ
ざ
る
も
の
の
愛
化
、
ず
な

は
ち
歴
史
性
が
あ
る
。
ま
た
客
観
的
意
味
の
内
閣
で
躍
動
し
て
恒
に
意
味
を
基
底
付
け
て
居
る
意
識
の
作
用
は
、
祉
合
的
存
在
が
個

人
的
存
在
に
優
先
し
て
居
る
と
い
ふ
事
貫
よ
り
し
て
、
枇
曾
的
意
識
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
居
る
も
の
左
る
こ
と
を
確
認
し
得
る
。

乙
の
確
認
は
、
被
基
底
付
者
た
る
客
観
的
意
味
の
枇
合
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
号
制
。

か
〈
て
精
一
柳
現
賓
態
に
は
、
意
識
構
造
白
樺
よ
-
り
し
て
奥
へ
ら
る
L
不
鑓
位
、
恒
存
性
を
も
っ
純
粋
友
客
観
的
意
味
と
、
歴
史
位
、

r) Horst Jecht: a. a. O. S. 42 ff. 
2) Vgl. Scheler.: Die Wis岨 h!o>formenund die Ge!.!ellscn:!lft， Le:ipzig -:1929， S. 24S 



粧
品
首
性
を
櫓
ふ
具
慢
的
左
客
観
的
意
味
と
を
認
識
し
得
る
。
か
h
A

る
性
質
を
も
っ
て
居
る
精
神
現
貫
態
か
ら
恒
存
的
不
時
現
的
危
純
粋

左
客
規
的
意
味
を
理
念
と
し
て
、
或
は
本
質
概
念
と
し
て
、
歴
史
的
杜
舎
的
な
客
観
的
意
味
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
精
神
科
撃
的
認

識
手
段
が
理
念
型
で
あ
る
。

こ
の
理
念
型
概
念
は
精
神
現
賓
態
を
ぽ
矛
盾
左
き
像
に
於
い
て
の
認
識
手
段
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
真

の
現
寅
態
は
矛
盾
に
満
ち
、
歴
史
は
こ
の
矛
盾
を
契
機
と
し
て
生
成
荷
出
展
す
る
-
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
動
的
に
現
賃
態
h
E
認
識
す

る
に
は
、
理
念
烈
概
念
と
矛
膚
ず
る
概
念
を
詳
し
つ
i
h

矛
盾
を
越
へ
で
不
断
の
綜
A
口
に
進
む
と
い
ふ
動
態
の
論
迎
た
る
「
日
間
讃
法
」

ご
】
包
。

r
t
5
E
必
廻
と
す
る
丞
二
)
。

(
舘
山
)

と
言
ひ
、

刑
判
内
所
謂
寸
純
粋
な
れ
刊
観
的
紫
昧
L
を
ば
、
司
J

3

ア
ラ
ン
ガ
ー
は
、
「
現
ふ
は
れ
た
る
合
明
性
L
(
E
n
m
m
r
Z
5
3
阿
見
一

0
2
5巳
)

こ
れ
い
は
、
非
時
間
的
理
念
型
(
N
巳
号
一
月

Z
2
一d
宮
口
)
に
よ
P
把
提
さ
る
と
。
ゴ
オ
ト
ル
の
所
謂
「
事
賞
以
前
の
科
皐
斑
論
」
(
叶
r
gユ
仰

ぐ

2
L
Z

4
n
r
R
r
g
)
の
課
題
は
、
意
味
形
成
。
原
始
形
式
(
私
の
所
謂
純
粋
な
客
観
的
意
味
)
を
凡
ゆ
る
意
味
現
貨
態
。
不
第
な
核
心
左
し
で
曝
露
す

る
こ
主
で
あ
る
左
イ
ヱ
ヒ
ト
は
言
ふ
。

(
註
二
)

沸
謹
法
と
い
ふ
論
理
は
、
自
然
科
皐
に
も
認
品
な
け
れ
ば
な
b
ぬ
と
す
る
者
あ
る
も
蕊
で
は
論
議
を
差
し
控
へ
る
。

以
上
私
は
、
存
在
が
自
然
的
存
在
で
あ
る
か
、
精
神
的
存
在
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
認
識
の
作
用
が
異
友
る
所
以
を
遁
ぺ
た
、
自

然
的
存
在
は
感
性
知
受
に
よ
り
、
精
神
的
存
在
は
直
視
に
よ
り
、
而
し
て
と
れ
が
認
識
の
手
段
た
る
論
理
の
形
式
は
、
前
者
に
於
い

て
は
、
全
鵠
と
の
聯
闘
を
顧
慮
せ
や
、
分
離
的
に
部
分
を
分
析
し
、
ム
主
た
綜
合
の
一
方
法
と
し
て
は
類
概
念
も
ど
も
っ
て
す
る
と
と
を

得
、
後
者
の
場
合
に
於
て
は
、
諸
部
分
内
容
は
封
象
自
鰭
に
於
で
最
初
か
ら
会
館
と
構
造
的
に
聯
関
し
て
意
味
る
る
軍
一
の
金
躍
を

注
し
て
居
る
か
ら
し
て
、
侍
に
直
観
的
で
あ
る
と
同
時
に
普
湿
的
で
あ
る
概
念
形
成
と
し
て
純
枠
な
客
観
的
意
味
の
規
定
た
る
本
質

概
念
並
に
理
念
型
乃
至
日
間
詮
法
を
明
に
し
た
。
卸
ち
自
然
界
を
研
究
針
象
と
す
る
自
然
科
嵐
?
に
は
、
そ
れ
特
有
の
、
精
神
界
を
針
象

財
政
盟
申
四
基
本
問
題

九
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財
政
阜
の
基
本
問
題

九
四

と
す
る
精
神
科
撃
に
は
、
そ
れ
特
有
の
、
論
理
形
式
の
あ
る
所
以
を
間
明
し
た
。
従
っ
て
吾
々
は
、
論
述
の
順
序
と
し
て
、
財
政
が

精
一
脚
界
に
属
す
る
根
擦
を
説
明
せ
た
け
れ
ば
た
ら
友
い
。

財
政
と
は
、
模
力
園
陸
の
名
に
於
い
て
ず
る
人
間
の
経
済
行
動
で
あ
る
E

ど
い
ふ
こ
と
を
得
る
で
あ
ら
う
。
そ
う
で
あ
る
と
寸
れ
ば
、

「
人
間
の
経
済
行
動
」
と
い
ふ
と
と
七
け
を
と
っ
て
、
と
の
行
動
が
、
精
榊
界
に
属
す
る
行
動
で
る
る
所
以
を
吟
味
す
れ
ば
、
明
か
に

財
政
墜
は
精
一
柳
科
患
と
し
て
攻
究
せ
怠
け
れ
ば
た
ら
た
い
と
と
を
識
り
得
る

b
け
で
る
る
。

従
来
所
説
「
欲
望
理
論
」
に
基
く
経
済
接
が
、
経
済
の
本
質
と
し
て
詑
明
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
で
わ
る
。
人
間
の
生
物
撃
的

K
基
礎
付
付
ら
れ
た
物
質
的
た
依
乏
感
血
刊
の
循
環
双
び
そ
れ
か
ら
生
れ
お
」
と
ろ
の
紙
芝
感
覚
の
充
足
へ
の
努
力
佐
、
人
間
の
存
十
位

と
共
に
興
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
事
賓
と
し
て
指
示
し
、

モ
し
て
そ
の
裡
に
経
済
の
本
質
を
認
め
る
ロ
即
ち
利
那
的
衝
動
的
に
生

や
る
物
的
飲
乏
感
受
を
反
射
的
に
除
去
し
て
、
と
の
感
受
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
ふ
軍
た
る
反
舷
的
態
度
を
も
っ
て
す
る
。
日
く
、

経
済
と
は
物
的
欲
望
を
充
足
す
る
行
震
で
る
る
と
。
若
し
経
済
と
は
か
よ
う
た
も
の
で
る
る
と
す
る
た
ら
ば
、
犬
猫
猿
等
k
動
物
一

般
も
か
a
A

る
行
居
摘
を
日
常
在
し
て
居
る
の
で
あ
れ
ツ
、

か
ふ
る
経
済
の
本
質
規
定
で
は
、
人
聞
の
経
済
一
般
に
と
り
本
質
的
で
る
る
も

の
が
在
未
ゼ
燭
れ
ら
れ
て
居
な
い
。
た
と
へ
飲
乏
感
受
に
訴
へ
と
れ
を
充
た
す
と
い
ふ
作
用
は
純
粋
友
人
聞
の
内
的
現
象
で
る
つ

て
も
動
物
の
心
理
作
用
と
何
等
擦
ぶ
と
こ
ろ
な
く
、
そ
れ
は
意
味
な
き
心
理
作
用
で
‘
精
榊
界
に
属
す
る
現
象
で
は
た
く
自
然
界
に

開
局
す
る
現
象
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
沃
の
論
理
の
形
式
は
自
然
科
撃
的
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

乙
の
経
済
撃
の
「
欲
望
理
論
」
よ
り
出
費
し
て
、
財
政
現
象
を
取
扱
ふ
墜
振
が
あ
る
。
所
詰
純
理
財
政
島
?
を
提
唱
す
る
人
K

こ
れ

に
馬
ず
る
。

乙
の
撃
沃
の
人
K

は
、
国
家
公
共
園
陸
阻
の
財
政
的
行
動
式
、
主
観
均
一
吠
室
及
ヲ
圏
盟
国
給
湯
者
つ
賀
直
不
買
こ
よ
り
一
汀
主

呂町 G.undlegungder theoretischen Sta.れiwirtscha.ft.Lindahl Die GereclミU
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れ
る
と
こ
ろ
の
現
象
過
程
と
す
る

か
L
る
財
政
的
取
扱
は
、

つ
ぎ
の
難
黙
を
克
服
す
る
こ
と
を
得
た
い
で
理
論
的
崩
解
に
陥
る
。

一
、
欲
望
な
り
主
観
の
播
千
は
韓
験
活
動
の
中
心
を
な
す
個
々
人
で
、
み
一
種
と
し
て
の
岡
家
公
共
園
踏
で
は
畑
山
。

二
、
図
家
公
共
圏
韓
の
生
成
費
展
と
い
ふ
歴
史
的
現
賓
に
銑
く
矛
盾
す
る
。
岡
家
公
共
闘
憶
は
軍
に
主
観
的
欲
望
に
依
っ
て
で
は

な
く
、
寧
ろ
主
と
し
て
権
力
と
征
服
と
い
ふ
契
機
に
困
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

一、
一
歩
譲
っ
て
、
閲
家
公
共
閣
憶
は
共
同
欲
笠
の
捨
千
で
あ
る
と
し
で
も
、
凡
ゆ
る
欲
望
は
歴
史
的
且
つ
心
理
的
に
生
ビ
た
る

η
の
で
あ
る
。
従
っ
て
凡
ゆ
る
時
代
に
安
常
す
る
財
政
の
意
味
、
即
ち
財
政
の
本
m
m
E
ば
、
腔
史
的
立
つ
心
川
崎
的
に
制
捜
動
ず
る
共
同

叫

m
u宝
の
分
析
か
ら
し
て
は
符
ら
れ
た
い
。
た
と
へ
或
る
時
代
の
共
同
歓
監
が
圏
館
員
の
大
部
分
に
是
認
さ
れ
た
と
し
て
も
、
由
来
歓

笠
左
る
も
の
は
、
肉
韓
的
精
神
的
感
受
の
個
人
的
拘
束
に
支
配
せ
ら
る
L
も
の
な
る
故
不
確
賓
陵
昧
性
が
依
存
と
し
て
残
る
。

要
す
る
に
欲
望
理
論
に
基
く
財
政
事
は
J

初
め
か
ら
現
貫
性
を
扶
ぐ
と
と
ろ
の
純
粋
疑
制
の
諸
前
提
に
基
い
て
組
み
立
て
ん
と
し
.

最
初
か
ら
救
ひ
難
い
現
貴
か
ら
の
遊
離
に
陥
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
精
神
現
象
と
し
て
の
経
済
現
象
を
し
て
、
経
済
現
象
た
ら
し
め
る
経
済
の
本
質
と
は
如
何
友
る
も
の
で
あ
ら
ろ
か
。

歴
史
的
に
枇
舎
的
に
奥
へ
ら
れ
て
居
る
経
済
は
、
資
本
主
義
経
済
社
舎
と
い
ふ
類
型
に
よ
り
把
握
し
得
る
。

い古命、

と
の
資
本
主
義

経
済
枇
舎
と
い
ふ
精
紳
現
貫
態
の
類
型
に
於
げ
る
純
粋
友
客
硯
的
素
味
た
る
経
済
の
本
質
は
何
か
と
一
昌
ふ
に
、
そ
れ
は
人
聞
の
存
在
、

卸
ち
生
活
を
維
持
し
、

と
れ
を
促
進
す
る
と
い
ふ
理
念
よ
り
し
て
、
生
活
の
一
手
段
を
欲
求
し
、

と
の
欲
求
は
現
寅
に
調
達
し
得
る
充

足
手
段
の
線
量
と
針
比
さ
れ
て
、
主
観
的
な
意
味
を
有
し
て
居
る
欲
求
は
、
針
象
的
な
大
さ
と
し
て
の
客
観
的
意
味
を
有
す
ろ
需
要

財
政
畢
の
基
本
問
題

一
九
五
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財
政
皐

m
基
木
問
題

一
九
六

と
友
っ
て
と
れ
を
生
活
に
充
営
す
る
と
い
ふ
行
動
を
な
す
、
印
ち
需
要
と
芳
首
の
行
動
こ
そ
経
済
の
本
質
を
友
す
も
の
と
い
ふ
と
と

を
得
る
で
あ
ら
う
言
。
か
L
A

る
生
活
行
動
の
各
遁
程
に
於
い
て
は
、
勿
論
飢
餓
.
渇
等
々
の
衝
動
の
支
配
を
受
く
る
様
に
見
へ
る
が

し
か
し
こ
の
街
動
を
統
制
し
、
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、
末
来
へ
の
生
活
に
針
寸
る
配
慮
的
劃
酌
意
識
の
作
用
が
あ
る
。

(
控
)

ゴ
ト
L

に
よ
る
と
、
経
済
と
ほ
欲
求
と
澗
湾
と
の
持
協
同
的
調
和
と
い
ふ
精
神
に
於
い
て
白
人
間
共
同
生
活
の
構
成
で
あ
る

、
一
隅
牛
宇
品
目

E

zn
ラ

-
3
1
1

生
と
し
亡
の
組
府
内

一、、ノ」、
H
2
3
4

、J

ー

ノ

t
、

以
上
私
は
、
存
在
論
の
立
揚
よ
り
し
て
、
財
政
事
の
針
象
の
属
す
る
領
域
と
そ
の
認
識
の
手
段
た
る
論
理
の
形
式
を
明
忙
し
て
来

た
。
し
か
ら
ば
、
財
政
事
の
最
一
初
の
問
題
で
あ
り
、
最
後
の
問
題
で
も
あ
る
財
政
の
本
質
は
如
何
に
説
明
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
。

一一一

本

質

財

政

の

歴
史
的
、
枇
舎
的
に
制
約
さ
れ
て
居
る
財
政
現
賞
態
(
資
本
主
義
岡
家
財
政
な
り
枇
合
主
義
国
家
財
政
)
に
於
い
て
、

と
の
現
賓
態
を
し

て
成
立
せ
し
め
て
居
る
意
味
核
心
、
剖
ち
財
政
の
本
質
は
、
「
楼
力
的
友
経
済
行
動
」
に
あ
り
と
い
ふ
と
と
を
得
る
で
る
ら
う
を
}
。

(
註
)

財
政
一
草
山
劃
象
を
最
初
に
作
り
出
し
た
歴
史
皐
訟
の
、
ロ
ー
レ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
-
V
A

ダ
イ
ン
は
、
財
政
の
本
質
を
「
第
一
に
岡
家
的
政
治
的

現
象
と
し
て
特
徴
付
け
」
宝
た
同
畢
汲
の
ア

γ
ル
フ
・
ワ
グ
ナ
1
は
、
公
経
済
の
決
定
的
特
徴
を
闘
家
の
強
制
的
地
用
の
事
買
に
あ
り
、
と
し
た
こ

と
は
、
糠
カ
作
用
が
財
政
の
本
質
と
し
て
不
可
献
。
も
の
で
を
る
こ
と
を
示
ナ
も
の
で
あ
る
d

財
政
の
本
質
が

の
行
動
で
る
る
と
す
る
と
、
そ
と
に
は
行
動
の
目
標
が
あ
り
、
行
動
の
主
樫
が
友
け
ら
ね
ば
左
ら
な
い
。

行
動
の
主
憶
は
、
権
力
圏
櫨
で
あ
り
、
そ
の
目
標
は
、
国
民
生
活
の
維
持
、
促
進
に
あ
り
と
い
ふ
こ
と
を
得
る
。
何
故
に
、
権
力

国
鰻
は
、
園
民
生
活
の
維
持
促
進
の
た
め
に
、
権
力
的
た
経
済
行
動
を
友
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
。

VgI. ]echt: a. a. O. S. 57・



た
は
、
ま
え
に
経
済
の
本
質
を
問
題
と
し
た
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
自
己
の
存
在
を
維
持
し
促
進
す
る
と
い
ふ
意
欲
の
携
手

と
し
て
そ
の
手
段
を
欲
求
し
、
と
の
欲
求
は
現
責
に
調
達
し
得
る
充
足
手
段
の
線
量
と
針
比
せ
し
め
て
、
欲
求
を
需
要
に
折
象
化
さ

し
め
て
、
と
れ
を
充
営
す
る
と
い
ふ
行
動
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
一
冗
来
意
欲
は
限
り
無
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
叫
創
立
し
て
調
達

し
得
る
手
段
は
、
絶
針
的
に
(
例
へ
ば
資
源
の
究
布
高
)
時
前
叉
桐
封
的
に
(
人
聞
の
資
源
開
質
に
就
て
の
智
識
技
術
と
闘
係
せ
し
め
て
の
養
源
有
高
)

有
限
で
あ
る
と
い
ふ
事
情
に
置
か
れ
て
居
る
。
か
く
て
人
は
生
活
に
針
し
て
充
た
さ
れ
ざ
る
も
の
を
も
っ
て
居
る
存
在
で
あ
る
。
と

の
生
活
に
党
た
さ
れ
な
い
も
の
を
も
っ
て
居
る
人
類
は
、
先
づ
母
の
子
氏
針
す
る
愛
と
子
が
ほ
へ
の
忠
恭
の
情
と
を
中
核
と
し
て
.

血
叫
酬
を
澗
州
市
と
す
る
壮
舎
物
た
る
ほ
系
氏
族
共
同
枇
舎
を
形
成
し
、
時
に
定
た
さ
れ
ざ
る
生
活
の
要
求
を
契
機
と
し
て
、
他
の
血
縁

を回問
K
す
る
氏
族
共
同
枇
人
阿
国
の
人
々
と
闘
争
し
柾
服
し
て
、

彼
等
の
支
配
す
る
生
前
子
以
を
キ
ザ
ぐ
い

v
u
j
h
r
h
k
f
事
訓

E

J

〉

r
i
v
L
U
r
L邑
怠
ず

号
」

h
j
古

t
E
E
g
J
4ヴ
4
-
M叫
」

す

す
る
以
上
の
生
産
力
を
護
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
捕
虜
を
奴
隷
と
し
て
使
役
し
た
こ
と
は
歴
史
の
示
す
が
如
く

で
あ
る
。

乙
の
人
類
最
初
の
母
系
氏
族
共
同
位
曾
も
、
農
耕
の
経
済
が
、
枇
舎
生
存
の
基
本
的
生
産
形
態
と
た
る
に
及
ん
で
、
同
一
地
域
に

住
居
し
で
居
る
と
い
ふ
意
識
、
更
に
同
一
の
言
葉
で
話
し
合
ひ
、
同
一
の
理
想
を
抱
き
、
同
一
の
運
命
に
置
か
れ
て
居
る
と
い
ふ
同

情
、
同
感
が
紐
帯
と
た
っ
て
吠
第
に
共
同
枇
舎
の
外
廷
は
蹟
大
さ
れ
、
今
日
見
る
よ
う
な
図
民
共
同
枇
舎
が
現
出
す
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
友
が
ら
、
本
来
、
生
活
に
充
た
さ
れ
ざ
る
存
在
者
た
る
人
と
人
と
の
枇
合
的
な
事
賓
開
係
は
、
血
縁
を
昇
、
に
し
、
或
は
血

縁
を
遠
ざ
か
る
に
従
ひ
、
生
活
手
段
に
於
い
て
充
た
さ
れ
ざ
る
情
感
は
、
不
浦
と
た
り
争
ひ
と
い
ふ
形
を
と
っ
て
紛
議
を
醸
す
こ
と

財
政
皐
D
基
本
問
題

一
九
七



財
政
皐
の
基
本
問
題

九
月、

が
次
第
に
多
〈
友
る
と
と
は
営
然
の
成
り
行
き
で
あ
り
、
紛
議
、
闘
争
の
極
は
共
同
枇
曾
そ
の
も
の
ふ
分
裂
崩
壊
に
導
〈
危
険
を
も

た
ら
す
も
の
と
た
る
。
か
く
て
と
の
紛
議
左
り
、
争
を
共
同
位
合
存
立
の
名
に
於
い
て
寅
カ
を
も
っ
て
解
決
す
る
必
要
が
起
っ
て
来

る
。
と
れ
権
力
の
植
民
生
で
あ
る
。
こ
の
権
力
の
行
使
に
首
っ
て
多
数
の
人
を
或
る
組
織
の
も
と
に
動
員
す
る
揚
合
、
そ
の
動
員
の
組

織
者
を
権
力
者
と
言
ひ
、
組
織
に
よ
り
て
動
く
全
員
を
権
力
圏
慢
と
い
ふ
の
で
る
る
。

従
っ
て
権
力
国
間
は
、
共
同
枇
舎
の
存
立
を
底
礎
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
共
同
枇
曾
構
成
員
の
生
存
の

維
持
促
進
、
す
左
は
ち
、
園
民
生
活
の
維
持
、
促
進
を
目
標
と
し
こ
れ
そ
指
導
原
理
と
し
て
行
動
す
る
ゐ
け
で
あ
る
。
か
〈
行
動
せ

/;て
f-r 
~1. 
t;t" 
F薩
)J 
園
f在

/刀

論

こ
の
問
団
悼
の
ほ
礎
者
た
る
同
氏
共
同
位
ノ
明
日
自
陣
も
分
裂
崩
壊
の
危
険
に
同
時
ら
さ
れ
る
恕
命
に
陥
お
む

以
と
の
如
く
考
察
し
て
く
る
と
、
財
政
の
本
質
は
「
権
力
的
友
経
済
行
動
し
た
り
と
い
ふ
意
味
は
、
敷
御
さ
れ
て
次
の
や
う
に
言

ひ
得
る
3

財
政
と
は
、
権
力
圏
健
が
図
民
生
活
(
権
力
圏
慢
の
底
碇
者
た
る
共
同
枇
舎
構
成
員
の
生
活
)
の
維
持
、
促
進
を
は
か
る
た
め
の
需
要
を

如
何
に
し
て
権
力
的
に
配
分
す
る
か
、

リ
〈
と
の
需
要
の
手
段
を
如
何
に
し
て
桜
力
的
に
調
達
す
る
か
の
行
動
で
る
る
」
と
言
ひ
得
る

で
あ
ら
う
。
と
の
権
力
圏
憾
の
需
要
を
如
何
に
し
て
権
力
的
に
配
分
す
る
か
の
問
題
は
、
言
ふ
迄
も
友
く
、
と
の
需
要
を
如
何
に
し

て
権
力
的
に
調
達
し
得
る
か
の
問
題
と
闘
聯
せ
し
め
て
、
乙
の
調
達
の
問
題
は
一
腹
解
決
さ
れ
た
る
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
さ
も
・
怠
け
れ
ば
、
劉
象
的
大
さ
を
有
す
る
も
の
と
し
て
の
客
観
的
意
味
を
も
っ
て
居
る
権
力
圏
鑓
の
需
要
と
言
ふ
と
と
を
得

宇
し
て
、
た
ピ
権
力
圏
韓
首
局
者
の
抱
く
主
観
的
左
欲
求
に
過
ぎ
た
い
か
ら
で
る
る
。
こ
の
と
と
を
留
意
し
て
、
と
の
需
要
配
分
の

問
題
を
吟
味
す
る
と
、
底
礎
者
た
る
共
同
社
舎
内
の
凡
ゆ
る
生
活
輩
位
の
需
要
の
維
持
、
促
進
と
い
ふ
生
活
状
況
と
O
金
融
刑
判
明
に
於



い
で
需
要
の
配
分
を
決
定
せ
友
け
れ
ぽ
友
ら
注
い
と
い
ふ
こ
と
が
確
立
せ
ら
れ
得
る
孟
)
。

(註
)

J

ゴ
ト
ル
に
依
る
と
需
要
と
克
営
と
り
均
衡
は
こ
つ
り
方
法
、
即
ち
需
要
を
朕
況
に
迎
合
さ
す
こ
と
、
般
況
を
需
要
に
適
合
さ
ず
に
あ
り
と
言

」
。

と
の
需
要
配
分
の
某
礎
的
な
要
清
原
理
上
。
し
て
、
権
力
団
鵠
の
属
礎
者
た
る
共
同
枇
舎
内
の
凡
ゆ
る
構
成
員
に
封
し
て
先
づ
生

理
接
的
に
必
要
友
「
最
低
生
活
費
」
(
2
河内一
2
2
2
コ
一
三
ヨ
ロ
コ
コ
)
へ
の
需
要
配
分
が
生
れ
る
。

か
の
所
謂
枇
曾
政
策
費
と
か
一
枇
曾
費
と
偶

ぜ
ら
れ
る
も
の
は
多
く
と
の
配
分
を
指
示
す
る
。
主
党
共
同
吐
舎
の
生
活
一
般
を
椴
持
ナ
る
に
は
、
共
河
壮
舎
の
秩
序
地
持
、
外
放

へ
の
防
衛
の
需
要
に
封
し
て
千
段
が
犯
ペ
乃
さ
れ
な
小
ル
一
ば
な
ら
な
い
。

ど
れ
等
の
生
日
精
待
へ
の
訪
常
一
提
が
配
分
苫
れ
て

し
か
も

向
ぽ
需
要
充
営
へ
の
手
段
に
徐
裕
あ
る
欣
況
陀
於
て
は
、
生
活
維
持
と
い
ふ
消
桜
的
態
度
よ
り
、
生
活
促
進
と
い
ふ
積
極
的
態
度
に

移
行
し
て
需
要
支
蛍
の
樫
系
が
組
織
さ
れ
る
と
と
h

な
る
。

次
ぎ
陀
構
力
圏
醐
胞
の
需
要
を
如
何
に
し
て
構
カ
的
に
配
分
す
る
や
の
問
題
の
相
関
者
で
あ
る
と
の
需
要
の
手
段
を
、
如
何
に
し
て

槽
力
的
に
調
達
す
る
や
の
問
題
を
考
究
す
る
と
し
よ
う
。

需
要
手
段
の
調
達
方
法
と
し
て
始
源
的
友
る
も
の
の
第
一
は
、
権
力
閣
鰭
自
か
ら
生
産
し
て
、
と
れ
を
需
要
に
充
て
る
か
、
或
は

生
産
物
を
一
腹
販
費
し
て
得
た
手
段
(
例
へ
ば
貨
き
で
も
っ
て
、
充
営
ず
る
こ
と
で

b
る
。
か
a
A

る
調
建
方
法
は
、
普
〈
私
経
済
の

行
ふ
調
達
手
段
と
本
質
的
に
獲
り
は
無
い
と
し
て
、
従
来
の
財
政
皐
で
は
、
所
謂
私
経
済
的
牧
入
と
し
て
取
扱
ふ
と
と
ろ
で
あ
る

が
、
し
か
し
か
L
る
調
達
方
法
を
執
行
す
る
主
慢
が
、
樺
力
圏
韓
友
る
限
り
、
そ
の
底
礎
者
た
る
共
同
一
枇
舎
の
生
活
一
般
忙
と
り
、

そ
の
執
行
を
私
経
済
に
委
か
せ
る
よ
り
も
、
特
に
樺
力
圏
捜
を
し
て
な
さ
し
む
る
方
が
、
よ
り
合
理
的
で
る
る
と
い
ふ
根
擦
に
基
〈

も
の
と
解
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
、
機
力
圏
趨
の
商
品
債
格
は
、
調
占
債
格
の
原
理
で
も
っ
て
、
時
に
は
間
接
税
的
性
質

財
政
血
中
の
基
本
問
題
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財
政
事
の
基
本
問
題

ニ
0
0

を
も
っ
て
決
定
さ
れ
、
決
定
さ
れ
た
値
段
は
、
購
買
者
に
と
り
強
制
的
で
あ
る
こ
と
を
考
ふ
る
と
、
決
し
て
権
力
作
用
が
介
在
せ
悲

い
私
経
済
的
調
達
方
法
と
一
員
ふ
と
と
を
得
泣
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

つ
V
d
に
需
要
手
段
の
調
達
方
法
と
し
て
始
源
的
な
る
も
の
の
第
二
と
し
て
は
、
権
力
闘
憾
の
信
用
を
媒
介
と
す
る
巨
額
の
債
務
の

設
定
で
あ
る
。
人
は
、
ま
た
と
の
調
達
方
法
も
本
賃
上
私
経
済
の
債
務
と
異
友
る
と
こ
ろ
無
し
と
す
る
も
の
が
る
る
が
、
し
か
し
な

が
ら
何
倍
何
百
億
と
一
一
一
口
ふ
公
債
の
可
能
は

私
経
済
的
閣
慨
に
決
い
七
は
考
ふ
る
を
符
な
い

c
t
ん
一
で
め
り
‘

陣
力
作
用
を
行
侠
ナ

る
賃
借
と
し
て
の
圏
躍
に
し
て
一
初
め
て
可
能
で
あ
る
と
言
は
友

ηれ
ば
な
ら
な
い
U

そ
う
す
る
と
棒
力
圏
憶
の
債
務
も
一
つ
の
権
力

的
調
達
の
一
一
種
と
し
て
考
ふ
る
こ
と
を
得
る
。

需
要
手
段
の
調
建
方
法
と
し
て
、
権
力
闘
簡
に
と
り
固
有
的
な
も
の
と
し
て
は
、
共
同
枇
舎
構
成
員
よ
り
強
制
的
に
調
建
す
る
方

法
で
あ
る
(
例
へ
貢
納
・
課
税
)
。
需
要
手
段
の
始
源
的
調
達
に
際
し
で
は
、
共
同
社
舎
内
の
生
活
一
般
の
維
持
促
進
に
適
合
さ
す
よ
う

に
権
力
の
委
動
宇
一
期
す
べ
き
で
あ
り
、
国
有
的
調
達
に
営
つ
て
は
現
存
の
粧
済
制
度
の
調
整
、
務
展
へ
向
け
ら
る
べ
き
で
る
る
。

結

言

以
上
私
は
、
財
政
撃
の
針
象
と
し
て
の
純
粋
左
客
観
的
意
味
、
普
遍
的
且
つ
超
時
代
的
友
る
財
政
の
本
質
を
考
察
し
た
の
で
る
る

が
、
と
の
客
観
的
意
味
、
印
ち
財
政
の
本
質
に
枇
合
的
、
歴
史
的
規
定
が
加
へ
ら
る
る
こ
と
に
よ
り
具
般
的

E
つ
現
賓
的
友
財
政
の

類
型
が
把
握
さ
れ
、
こ
の
類
型
概
念
が
、
と
の
類
型
に
包
揖
さ
れ
て
居
る
純
粋
左
客
観
的
意
味
‘
邸
ち
本
質
概
念
と
矛
盾
す
る
揚
合
、

そ
の
姿
を
、
生
成
(
宅
白
『
仏
印
ロ
)

の
過
程
に
於
い
て
掴
む
と
、
其
庭
に
現
寅
一
財
政
の
動
く
方
向
が
指
示
さ
れ
得
る
。
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